市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：住民要求に沿った高洲地区の公園整備を
（問）現在、市民一人当たりの都市公園面積が7,7㎡だが、高洲地区は0,2㎡であり、小学生の児童数で見ると、全市平均は児童一人当たり面積58㎡だが高洲は3,33㎡しかない。
地元の自治会の方はじめ、ＰＴＡ等教育関係の方から、公園設置は大きな要望として届いているはず。

　高洲に公園が少ないという認識を持ち、整備をする必要があると考えているか。
（答）他地区に比べ少ないと認識している。高洲地区など整備水準の低い地域については、周辺の公園・広場の状況や住宅事情、用地の確保の有無など整備の方向性について様々な検討を行う。整備が低い地域を優先し、バランスよく身近な公園整備を促進し、市有地の活用などの手法により公園用地の確保に努める。
（問）公園整備費の大半（用地購入費）が不要になる借地方式を、ふれあい広場だけでなく公園整備にも導入すべきだ
（答）他市の無償借地公園制度についても、条件や課題等を研究・整理して借地公園制度も公園整備の一手法として検討したいと考えている。

標題２：「ひきこもり」「滞納者」に対するワンストップ窓口の設置を
（問）「ひきこもり」の相談に対し、行政が相談窓口を設け、民間で行っている「地域若者サポートステーション」の取組などにつなげてみてはどうか。
（答）福祉・労政を中心に支援を行っているが、個別分野における対応だけでは難しく、緊密な連携が必要なため、来年度設置予定の「子ども・若者支援地域協議会」の中で、体制について検討していく。（問）税の滞納者が納税課に相談に来た際に、税の分納・猶予等の措置には応じているが、当人が申請しなければならない就学援助や介護保険料の減免などの他の市の制度が利用できていないケースが多い。納税相談だけで、そのような他方他施策を利用できるための新たな窓口や係を設置してみてはどうか。
（答）税の相談に来た際に、他に何かあるかと聞けない部分もある。相談があれば応じているが、窓口については今後研究していく。
